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1. 当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府や日本銀行の経済・金融政策を背景に個人消

費や企業の設備投資が底堅い動きを見せるものの、中国等の景気減速に対する懸念から、先行きが不

透明な状況で推移しました。 

このような中、当社グループの業績につきましては、補聴器と微粒子計測器の販売が好調に推移し

たことから、全体では前年同期と比べて増収となりました。利益面においては、音響・振動計測器に

おける新製品開発費用等の増加が影響し、営業利益、経常利益が減益となりました。また、親会社株

主に帰属する四半期純利益につきましては、税制改正に伴う法人税率等の引き下げにより税金費用が

減少したため増益となりました。 

当第３四半期累計期間の業績を前年同期と比較しますと、次のとおりとなります。 

（金額単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 
至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
至 平成27年12月31日) 

増減 
増減率 
(％) 

売上高 13,339 13,695 355 2.7

営業利益 1,516 1,436 △80 △5.3

経常利益 1,534 1,501 △33 △2.2

親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

968 998 30 3.1

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。 

 

(医療機器事業) 

補聴器では、上期に引き続き個人消費マインドが改善傾向にあることで、市場全体が好調に推移し

たほか、平成27年８月に発売した中価格帯の新製品「リオネットプレシアⅡ」が好評を博し、売上高

は前年同期を大きく上回る結果となりました。医用検査機器では、前年同期の売上高には及ばなかっ

たものの、上期に伸び悩んだ総合・大学病院の設備投資に復調の兆しが見えてきており、診断用オー

ジオメータなど高額製品の販売が回復するとともに、大型の聴力検査室の受注が堅調に推移しました。 

これらの結果、補聴器の好調な売上が事業全体を牽引し、医療機器事業は前年同期と比べて増収増

益となりました。 

 

 (環境機器事業) 

音響・振動計測器では、新製品の振動計や多機能計測システムの販売が堅調であったものの、シス

テム製品など大型案件が少なかったことから減収となりました。微粒子計測器では、台湾や韓国を中

心とした海外ファウンドリ企業の微細化に伴う設備投資が引き続き活発であったことから、電子デバ

イス関連市場において液中微粒子計の販売が好調に推移し増収となりました。 

これらの結果、環境機器事業全体ではほぼ前年同期並みの売上高となったものの、音響・振動計測

器における新製品開発に伴う費用等の増加が影響し減益となりました。 
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当第３四半期累計期間のセグメントごとの業績を前年同期と比較しますと、次のとおりとなります。 

（単位：百万円） 

セグメントの名称 

売上高 営業費用 営業利益 

27年３月期 
第３四半期 

28年３月期
第３四半期

増減 
27年３月期
第３四半期

28年３月期
第３四半期

増減 
27年３月期 
第３四半期 

28年３月期
第３四半期

増減 

医療機器事業 8,100 8,464 364 7,229 7,320 91 871 1,143 272

環境機器事業 5,239 5,230 △8 4,593 4,938 344 645 292 △352

計 13,339 13,695 355 11,823 12,258 435 1,516 1,436 △80

 

(2) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

医療機器事業では、補聴器において、好調な販売が継続するものと予測しており、前年同期を上回

る売上高を見込んでおります。医用検査機器においては、年度末にかけて診断用オージオメータや聴

力検査室の順調な販売が見込まれるほか、耳鼻咽喉科開業医向けオージオメータの買替需要を捉える

ことによって、販売は堅調に推移するものと予測しております。 

環境機器事業では、音響・振動計測器の関連市場において、年度末に向けて設備投資が増加するも

のと予想しており、騒音計及び振動計の販売に加え、システム製品など大型案件の獲得により、売上

高の回復を見込んでおります。微粒子計測器においては、再生医療分野での気中微粒子計システムの

需要が見込まれるほか、電子デバイス関連市場での液中微粒子計の販売が引き続き好調に推移するも

のと予想しております。 

以上のことから、通期の連結業績予想につきましては、補聴器並びに微粒子計測器の販売が引き続

き好調に推移するとともに、音響・振動計測器の販売が年度末に向けて持ち直すことにより、これま

での利益の落ち込みをカバーできるものと見込んでいることから、売上高、利益ともに平成27年４月

28日に公表した数値を変更しておりません。 

 

2. サマリー情報(注記事項)に関する事項 

(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(会計方針の変更) 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関

する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」

（企業会計基準第７号 平成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利

益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示

の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財

務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

該当事項はありません。 
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(セグメント情報等) 

［セグメント情報］ 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日) 

（単位：千円） 

 
 
 

報告セグメント 
調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 医療機器事業 環境機器事業 計 

売上高  

(1) 外部顧客への売上高 8,100,509 5,239,222 13,339,731 ― 13,339,731

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

― ― ― ― ―

計 8,100,509 5,239,222 13,339,731 ― 13,339,731

セグメント利益 871,153 645,307 1,516,460 ― 1,516,460

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 
 

  当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日) 

（単位：千円） 

 
 
 

報告セグメント 
調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 医療機器事業 環境機器事業 計 

売上高  

(1) 外部顧客への売上高 8,464,617 5,230,448 13,695,066 ― 13,695,066

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

― ― ― ― ―

計 8,464,617 5,230,448 13,695,066 ― 13,695,066

セグメント利益 1,143,740 292,440 1,436,180 ― 1,436,180

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 
 
 

［関連情報］ 

製品及びサービスごとの情報 

前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日) 

     (単位：千円) 

 補聴器 医用検査機器 音響・振動計測器 微粒子計測器 合計 

外部顧客への売上高 6,470,673 1,629,836 3,083,394 2,155,828 13,339,731

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日) 

     (単位：千円) 

 補聴器 医用検査機器 音響・振動計測器 微粒子計測器 合計 

外部顧客への売上高 6,890,114 1,574,503 2,935,002 2,295,445 13,695,066
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